


























































































































































































































































































































































































































遺志 1 1 Sino　noun
医師 33 33 Sino　noun
早死 1 1 Sino　noun
図2　検索結果の例
（横山詔一）
　「国語研の窓」8号ではアンケートに御協力くださりありが
とうございました。今後の編集・配布に役立てていきたいと
思います。　（編集部）
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ことばQ＆A
論、「＋本」などの「＋」の発音は，辞書に1ま
「ジ膨」とありますが，「ジュッ」と発音するアナ
ウンサーもいます。どちらが正しいのでしょう。
A回答：現在刊行されている国語辞典を引いてみると，
見出し項目としていずれも「ジッ」の方を主に採用
しています。「常用漢字表」にも「十」の読み方として，
「ジュウ」と「ジッ」はあっても「ジュッ」はなく，
語例として「十回」は「ジッカイ」を採っているこ
とから，「十本」などの「十」の発音は，一般に「ジ
ッポン」のように「ジッ」とするのが標準的である
と言えそうです。
　歴史的仮名遣いでは「じふ」と書くように，漢字
音の系統からもともと「十」の字音は「ジフ」でした。
「フ」を末尾に持つ字音は，サ行，タ行，力行，バ
行の音で始まる語に続いていくとき，例えば「合
カブ→カッ（合戦）」　「執　シフ→シッ（執権）」
のように促音化しました。17世紀初頭の『日本大文
典』　『日葡辞書』にも，当時の発音として「ジッ」
に当たる発音が示されているだけで，「十本」は本
来「ジッポン」であったと判断できるわけです。そ
の一方，この「ジフ」は長音化して「ジュウ」に変
化していきます。　「ジュッ」が生じたのは，おそら
く「ジフ」から長音化した「ジュウ」が，先のサ行
等の音で始まる語に続いていくときに，既存の「ジ
ッ」という発音に影響を受けて，「ジュウ」→「ジ
ュッ」と類推してしまったと考えられます。
　では，　「ジュッ」は間違いかというと，平成5年
越NHK言語調査では「十中八九」について「ジュ
ッ」の支持者が61％と多いように，現在では「ジュ
ッ」と発音する人がかなりいます。さらに，昭和41
年頃NHK放送用語委員会で「20世紀」の発音として
「ニジッ・ニジュッ」の両様を採ること，また「十」
の発音の「ジッ」　「ジュッ」については，他の用例
についてもすべてこの決定を準用することを決めて
います。放送での標準発音の集大成とされるNHK
編『アクセント辞典』でも，41年版から「二十本」
「五十歩百歩」など，両様の発音を平等に認めてい
ます。つまり，伝統的には「ジッ」であるというだ
けで，実際には年代層あるいは地域によっていろい
ろであり，同じ東京でも「ジッ」と発音する人も「ジ
ュッ」と発音する人もいるというのが現状なのです。
　時代とともに言葉は変化し，発音にも「ゆれ」が
生じます。伝統的な規範があったとしても何を規範
とするかについては多様性があると考えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　（小河原義朗）
表紙のことば
　昭和23年12月20日の創立以来，国立国語研究所
は何度か移転・改築を続けてきました。1年前，
その旧庁舎を追ってみることになり，第1回目と
して，かつて分室として使用された旧山本有三邸
（現・三鷹市山本有三記念館）を訪ねました（本
誌第5号）。第2回目の今回は，創立当初，研究所
がその一部を借用して仕事をしていた，明治神宮
聖徳記念絵画館を取り上げます。
　絵画館は大正時代に建てられた，鉄筋コンクリ
ート造りの建物で，外壁と階段が花闘岩で表装さ
れています。表紙の写真から分かるように，左右
対称（向かって右が東，左が西）の造りで，上か
ら見ると，「H」の横棒を長くした形をしています。
　正面中央の階段を上ったところが芋酒（画室）
で，明治天皇・昭憲皇太后お二人のご業績を伝え
る80枚の絵画が展示されています。第2次大戦中は，
閉館し，壁画を地階（1階）へ格納していましたが，
昭和22年12月，進駐軍による接収が解除されると，
翌23年1月に一般公開されました。現在，絵画館
を訪れる人は正面の花鶏岩造りの階段を利用しま
すが，当時は，一般の拝観者は地階東側の「公衆
入口」から入り，「下足取扱所」　「広間」などを
通って，主階へは屋内の階段を利用していたそう
です。
　国語研究所は，創立当初から，昭和29年9月30
日に神田一ッ橋に移転するまでの約6年間，絵画
館地階の西半分を借用して仕事をしていました（現
在この部分は，絵画館学園として利用されていま
す）。
　この間，仕事が進むにつれ手狭になったため，
昭和26年12月からは，研究所の一部が山本有三邸
や新宿区立四谷第六小学校の一部を分室として借
用することになりましたが，それまでは，所長，
庶務部，部長などは別として，ほぼすべての所員
（定員50余名）が1つの大きな部屋の中で，研究
室ごとに机を並べて，仕事をしていたそうです。
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　早く明治30年代には，国語問題の解決には，そ
の前提として広範な国語の調査研究が必要であり，
そのためには，適当な研究機関を設立しなくては
ならぬということが，先覚によって唱えられてい
ました。昭和23年に国語研究所が設立されたもの
の，当時，現代語を研究する専門家はほとんどい
ないような状況でした。
　そのような中，研究所では，録音器で実際の話
しことばを録音してデータとして利用したり，新
聞や雑誌から用例を大量に集めて分析したり，統
計の手法を取り入れたりして，さまざまな現代語
研究の方法を開発しながら，研究を進めました。
また，それまで，個人で行われることの多かった
日本語の研究に，総合的な共同研究という形で取
り組みました。これは，創立当初から所内に「社
会的目的を持った研究を行わねばならない」とい
うが雰囲気があり，そのためには共同研究により
大規模な調査研究を，と考えてのことだったよう
です。
　石造りの絵画館は，冬の寒さが身にこたえたそ
うですが，その寒さに耐えていた人たちこそ，現
代語研究という領域を開拓し，推進して行った，
熱い人たちだったといえるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　（池田理恵子）
【　　　＿一
国立国語研究所ことばビデオ
＿＿　一舐副紹介．
【ことば探検・ことば発見】（VHS　46分）
　　付　『解説書』　（B5判　126ページ）
　小学校・中学校の児童・生徒に視聴され，「総合
的な学習の時間」などに活用されることを考慮して，
児童・生徒のことばへの興味と関心を喚起し，日本
語の豊かさや的確な表現の魅力に気づかせることを
目指しています。
ビデオ作品の内容・学習効果
　実践編「気象科学館で調べよう」　（23分）
　ことばに興味と関心を持って「ことば調べ」を実
践するときのモデルを提供しています。
　　☆課題発見のきっかけ
　　☆調べ方の話し合い
　　☆気象予報士に取材する
　　☆　身近な大人に取材する
　　☆報告・発表・話し合い
　　☆ことば探究への発展
　日常の素朴な疑問をきっかけに課題を見つけ出し，
探究のテーマを決めて，ことばを調べることによって，
日本語の豊かさ，不思議さ，奥深さが実感できます。
その過程をとおして，情報収集，話し合い，取材（イ
ンタビュー），報告・発表など，総合的な学習に必
要な言語活動を身につけることができます。
　素材編「あんな日本語・こんな日本語」　（23分）
】
　「ことば調べ」にとりかかる糸口として，日本語
のさまざまな側面を素材として提供しています。
　　☆思いやりのある日本語
　　☆元気のいい日本語
　　☆表情豊かな日本語
　　☆想像がふくらむ日本語
　人への心くばりを表現する日本語，作業や運動を
するときの威勢や活気にあふれる日本語，心情や意
図を伝える表情豊かな日本語，詩的表現によって想
像がふくらむ日本語など，ことばやコミュニケーシ
ョンのさまざまな側面に関心を持ち，その魅力に気
づくことができます。
『解説書』の内容
　「ビデオと解説書の活用にあたって」　「シナリオ
実践編・素材編」　「自然科学と暮らしを結ぶことば」
「話しことばコミュニケーション」　「豊かな日本語」
「指導の手引」　「コラム」など。
教育映画祭「優秀賞」受賞
　第48回（2001年）教育映画祭（日本視聴覚教育協
会主催・文部科学省後援）において優秀賞を受賞し
ました。入賞作品の発表上映・表彰式は8月28日（火），
虎ノ門ホールで行われました。
中学校国語科での活用
　中学校国語教育研究（全日中国研）の全国大会（徳
島市・10月11／12日）言語事項分科会で，このビデ
オの国語科での活用が検討される予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉岡泰夫）
■』一龍目■■■■■■■■■■■■■■■『
1　国立国語研究所ことばビデオ
　　rことば探検・ことば発見』　（解説書付き）
　国立国語研究所制作／2001年3月／実践編23分
　　・素材編23分／問い合わせ先：国立国語研究所
　　総務課　te103－5993－7603
2　r教育基本語彙の基本的研究一教育語彙デ旧制ベ
　　ースの作成一』　（国立国語研究所報告117）
国立国語研究所発行／2001年3月／明治書院／
A4判／15，000円（紋別）
3　日本語教育指導参考書22r日本語教育のための
　　文法用語』
　　国立国語研究所編／2001年6月置財務省印刷局
　　／A5判／600円（税別）
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　国立国語研究所では，市民の皆さんとご一緒にことばについて考えたり，
ような機会を，「ことばフォーラム」と名付けて開催しています。
話し合ったりできる「広場」の
第6回ことばフォーラム：「ことば」を調べる・考える
・開催日：平成13年10月27日（土）午後2時～4時
　　　　　　ごんハよう・開催場所：艮陵会館記念ホール（宮城県仙台市青
　　　　　　葉区，会場連絡先022－277－2721）
・概　　要：
　・日本語にはどうしていろいろな方言があるのか？
　・日本語は外国人が学ぶのが大変な言語か？
　・「常用漢字」「教育漢字」「人名漢字」の違いは
　　なにか？
よくある「ことば」の質問から話題を取り上げ，3
人の講師がそれぞれの専門である方言研究，国語学，
日本語教育の立場から話題を繰り広げ，みなさまと
一緒にことばについて考えます。
　　　　　　・！・大学医笹翻．一…．一一一」：
　　　　　　　　i　二二纏。函　「険、
　　　　　　　　1　　通　　1　　　I　　　　　I
広瀬川 @護無議。♂ρ・庁I　I　　　　　　　　　　　　　ニも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　　　　　　　　も
県美驕??D認蕎唖・撫壺コ至盛岡
灘■巳ll寵鞠li庸
　　こ　　　東北燥♂．塑通り．　へ　致京
参加者の皆様からの「ことば」に関する質問コーナーもあります。
・講演者：小林　　隆（東北大学大学院助教授）・田中　牧郎（国立国語研究所則・小河原義朗（国立国語研究所員）
・構　成：山田貞雄（国立国語研究所員）
定員200名，要申し込み。国立国語研究所仙台フォーラム係宛。葉書（〒115－8620東京都北区西が丘3－9・・14），
ファックス（03－3906－3530），E－mail（syamada＠kokken．gojp）で。
なお，このフォーラムは，国立国語研究所が編集する一般向けの解説書『新ことばシリーズ』との連係を考えた試みの第二回
目となります。（新ことばシリーズ13『「ことば」を調べる・考える』・同14『「ことば」に関する問答集一よくある「ことば」
の質問一』は，財務省印刷局より刊行されております。）
第7回ことばフォーラム：日本語情報の海外提供
・開催日：平成13年11月1日（木）午後4時10分～
　　　　　　4時55分
・開催場所：東京国際フォーラム「データベース2001東京」
　　　　　　展示ホールセミナー室B会場（東京都千代田区
　　　　　　丸の内，会場連絡先　03・5221－9000（代表）
　　　　　　URL　http：／／www．dbtokyo．com）
・概　要：インターネットが全世界的に普及して
きていますが，日本語で書いてある日本の情報を入
手しようとすると，多くの海外のパソコンでは日本
語が表示できない困難に出会います。このフォーラ
ムでは，このような日本語の表示ができない海外の
パソコンでも，日本語の情報を高速に検索できるシ
G＼rL．．…　一一一．一　旧堵・臥一
曇鰹1劉晶晶晶晶轡誓≒∬・
ステムについて，書籍出版情報の海外提供システムに関する研究を元に，わかりやすく解説をします。また，
国立国語研究所における情報発信への応用などにも触れます。
・講演者：横山詔一（国立国語研究所員）・笹原宏之（国立国語研究所員）・熊谷康雄（国立国語研究所員）
　　　　　　エリク・ロング（国立国語研究所非常勤研究員）
・構　　成：横山　詔一（国立国語研究所員）
〈予　告〉 第8回ことばフォーラム：ネヅトワークコミェニケーションとことば（仮題）
・開催日：平成14年1月19日（土）
・開催場所：立川市女性総合センター・アイムホール（東京都立川市）
・概　要：電子メールや携帯電話などの電子通信機器が普及・発達したことで，現代日本人の言語生活が
　　　　　　どのように変化してきているのか，特に，コミュニケーションのありかたや意識について取り
　　　　　上げて考えます。
・講　　師：（未定）
ことばフォーラムに関する問い合わせ先：国立国語研究所　総務課
　　　　　tel：03。5993－7603　URL：http：／ノwww．kokken．gojp／
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